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    Two cases of occupational dye users were found to have bladder tumors. 

    Case 1 was a 32-year-old male, who had worked at the Yuzen process for the last 7 

years. Multiple papillary tumors were seen on the whole wall of the bladder endoscopically 
and total cysto-urethrectomy and ileal conduit were performed. The pathological examina-

tion of the bladder tumors revealed non-invasive transitional cell carcinoma grade I  . 

His post-operative course has been uneventful without any signs of tumor recurrence for 

31 months. 

   Case 2 was  u 46-year-old male, who had worked at the throwing stained silk for the 

last 28 years. He suffered from severe hematuria for six months. A big egg-sized nonpapil-

lary tumor on the posterior wall of the bladder was found and bilateral cutaneous-

ureterostomy was performed but severe gross hematuria remained. Total cysto-urethrectomy 

was performed but the patient died of progressive disease 5 months later. The bladder 

tumor was a grade  IQ invasive transitional cell carcinoma. 

   The fact that process workers in the dye manufacturing industry have a high risk of 

bladder cancer has been well known and mass screening examination on them has been 

systematically performed. Though there is a higher relative risk of bladder cancer in 

occupational dye users, systematic screening examination has not been done. We empha-

size the necessity for establishing systematic mass screening examination of occupational 

dye users for the early diagnosis of bladder cancer. 

Key  words  : Occupational dye users, Occupational bladder tumor, Aromatic amines, Azo 

            dyes
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1895年,ド イツの外科医Rehnに よる"anilinc

tumoビ に関する発表以来,職 業性膀胱発癌に関す る

知識が深まり,現 在までに尿路発癌物質として数種類

が確認されているが,ほ かに疑いのおかれている物質

も数多い.本 邦でも職業性膀胱発癌 と認定される例は

少なくなく,関 係の大企業ではその防止対策 とともに

尿細胞診などによる健康管理体制も確立されつつある.

従来の知識ではriskの ある職種は染料ないしその原

料の製造であって,染 料のuserで はriskは きわめ

て低いと考えられてきた.

最近われわれは小規模な染色工場従事者に発生 した

膀胱腫瘍を2例 経験し,こ れら染色業従事老における

尿路発癌の実態がほとんど把握されていない実状を知

った.そ して,こ れら染色業従事者に対する実態の把

握 と健康管理体制確立の必要性を痛切に感 じたので,

症例を紹介し考えを述べてみたい.

症

症 例1

態、 者132歳,男 性

主 訴1肉 眼 的 血 尿

既 往 歴;特 記 事 項 な し.

バ コを1日15～20本 程 度

家 族 歴:悪 性 腫 瘍 な し.

問,手 描 友 禅 染に 従 事.

従 事 した が,

に 従 事,

例

喫煙は20歳 頃より紙巻きタ

職業歴 二21歳頃より約5年

その後2年 間ほど陶器製造に

1978年10月(30歳 時)よ り再び手描友禅染

手描友禅染ではPolarYellow,AcidGreen,

PatentBlueな ど20種類以上の酸性染料を使用 してい

た.

現病歴=1978年11月 に初めて肉眼的血尿に気付 き,

その後,血 尿がしだいに増強し凝血塊も混 じるように

なったため当院内科を受診 し,1980年11月10日(32歳

時)に 当科を紹介され膀胱腫瘍の診断で入院となった.

入院時現症:身 長167cm,体 重52kg,胸 腹部理

学所見に異常認めず,外 陰部にも異常認めず.直 腸診

で腫瘤触知せず,表 在 リンパ節も触知しない.

諸検査成績:検 尿で肉眼的血尿を認める以外,血 算

・血液生化学 ・赤沈値に異常を認めない.尿 細胞診は

ClassI.膀 胱鏡で米粒大～E母指頭大の乳頭状腫瘍が

膀胱全体に多発性に認められた,

X線 所見:胸 腹部単純 レ線では異常なく,排 泄性腎

孟造影で上部尿路に異常認めないが膀胱像で多数の大

小陰影欠損像を認めた.膀 胱二重造影像でも大小多数

の陰影欠損像を認めた(Fig.1).骨 盤動脈造影 ・骨

盤部CTで は膀胱壁外浸潤を疑 う所見は認めなかっ

た.

臨床経過:1980年11月25日 に膀胱尿道全摘除術およ

び回腸導管造設術を施行した.膀 胱摘出標本では,膀

胱後壁左側に4.0×3.0×1.5cmと 最大の乳頭状腫瘍

があり,そ の他には米粒大から母指頭大の乳頭状腫瘍

が10数 個,膀 胱全体に認められた.病 理組織学的には

すべて移行上皮癌,gradeI～llで(Fig.2),筋 層

内への浸潤は認めなかった.術 後に肝機能障害を併発

したが,1981年4月1日 に退院した.1983年6月 現在,

転移や局所再発もな く順調に経過している.な お,患

者は現在でも手描友禅染に従事している.

症例2

患 老:46歳,男 性

主 訴1肉 眼的血尿,排 尿時痛

既往歴=4～5年 前,糖 尿病を指摘されたが放置.

喫煙は20歳 頃 より紙巻きタバ コを1日20本 程度

家族歴:父 と姉が胃癌で死亡

職業歴:18歳 より新潟県十 日町市で自営の撚糸業に

従事.撚 糸とは絹糸を数本 より合わせて太い1本 の糸

にする作業で,染 めた絹糸を 口に含んで作業すること

がある.Fig.3は その作業中の写真である.使 用し

ていた染料は主として酸性染料である.

現病歴:1980年9月 頃(45歳 時)よ り頻尿とな り,

凝血塊を混入した肉眼的血尿も出現し,さ らに排尿時

痛も加わってきたため1981年2月27日,某 病院受診.

膀胱腫瘍の診断にて同年3月23.日 に精査治療目的で当

科入院 となった.

入院時現症:身 長160.4cm,体 重52kg.胸 腹部

理学所見に異常認めず,表 在 リンパ節触知せず 外陰

部に異常認めないが,双 手診で小手拳大の硬い移動性

のない腫瘤を触知した.

諸検査成績:検 尿で肉眼的血尿および軽度の膿尿を

認めた.血 算で軽度の貧血および白血球増多を認め,

赤沈も1時 間値89m・nと 充進GTTで 糖尿病型を

示したが,肝 ・腎機能 ・血清LDHは 正常.尿 細胞

診はClassVで あ った.

X線 所見 ・胸部単純 レ線で軽度の左室肥大を認める

が転移像なし.排 泄性腎孟造影では膀胱の右半分を占

める陰影欠損像があり,中 等度の右水腎 ・水尿管を認

める(Fig.4).骨 盤部CTで も膀胱右半分を占める

巨大な腫瘤を認め,膀 胱右後壁の一部が不規則で右尿

管の拡張を認める(Fig.5).骨 盤動脈造影で腫瘍の

膀胱壁外浸潤が疑われたが,肝 ・腎シンチグラムでは

あきらかな転移は認めず,

臨床経過1入 院後 より強度の出血による膀胱タンポ
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Fig,1.症 例i・ 膀 胱 二 重 造 影 像
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Fig.2,症 例1・ 病 理 組 織 像 〔5×10〕

(transitionalCellCarCinoma,gradeI～ll,non-invasive)
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Fig.3. 症例2・ 撚糸作業風景

(絹糸を口に含んで作業している)

ナーデが頻発したため,工981年4月14日 に両側尿管皮

膚痩造設術施行.し かし,術 後も膀胱出血が続 くため,

5月18日 に膀胱尿道全摘除術を施行した,膀 胱右側壁

ないし頸部にかけて周囲との癒着が強固で,一 部は右

恥骨にも癒着していた.摘 出標本では,腫 瘍は後壁よ

り発生し,7.5×9.5×9.5cmと 膀胱の大半を占め,

広基性で表面は穎粒ないし結節状で一部壊死状であっ

た.病 理組織学的には移行上皮癌grade皿,浸 潤性

で一部膀胱漿膜まで達していた(Fig・6)・ 術後・全

骨盤腔に リニアック5,000rad照 射 患者および家族

の希望で十日町市の某病院に転院したが,膀 胱全摘術

後約5ヵ 月で再発のため死亡した。

考 察

職 業性 膀 胱 腫 瘍 の最 初 の 記載 は,ド イ ツ の 外 科 医

Rehn(1895年)に よ るが,そ の後 の 諸 外 国 お よび本

邦 に お け る職 業 性 膀 胱 腫 瘍 の歴 史に つ いて は 石津 の著

書1)に 詳 し く論 じられ て い る.ち なみ に,本 邦 で の職

業性 膀 胱腫 瘍 の最 初 の記 載 は,竹 村(1922年)に よる

もの で あ る1).

現 在 ま でに 確 認 され て い る ヒ ト尿 路 の発 癌 物 質 は,

benzidine,2-naphthylaminc,4-aminodiphcnyl,
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Fig・4.症 例2・ 排 泄 性 腎 孟 造影 像

(膀胱 の右半分を占める陰影欠損像があり,右 水腎 ・水尿管を認める)

Fig・5・ 症 例2・ 骨 盤 部CT像

(磐顯 巻蘇 蠕 る踊 カミありつ

離黙鍵

灘
Fig・6・ 症伽σ2● 病 理 組 織 像 〔5x10〕

(躍t留 貧'iぎ撫 「cinoma・)

benzidine

H2N眠 ノ多 眠hNH2

PolarYettow

・H,{}・ ・2・《}.鞠 『《}S・ ・Na

,1,,

DirectDeepBlackEX

脳{路{既 課鑓 瞭

Fig.7.

(ア ゾ基:-N=N-)

benzidine,PolarYellow,D三rect

DeepBlackEXの 構 造 式
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4-nitrodiphenylな ど の芳 香 族 ア ミ ン1-5)で
,そ の 他,

多 血 症 や ホ ジキ ン病 の 治療 に用 い られ たchlornapha-

zineも ヒ ト尿 路 に 発 癌 性 が あ る と され て い る3).さ ら

に,auramine,dianisidine,3,3ノ.dichlQrobenzene,

o・toluidine,magentaな どの 芳 香 族 ア ミン5)やcyclo-

phosphamideに よ る膀 胱 腫瘍 発 生 も報 告 さ れ て い

る6・7).本 邦 で は,1972年 に 労 働 安 全 衛 生 法 に よ り

benzidine,2-naphthylamine ,4-aminodiphenyl,

4-nitrodiphenylに つ い て そ の製 造 な どが 禁 止 さ れ

た1).し か し,こ れ ら芳香 族 ア ミンを 原 料 と した 合成

染 料 が ア メ リカ ・韓 国 な ど か ら 多 量 に 輸 入 され て い

る とい う3).吉 田 らはbenzidine系 ア ゾ染 料 で あ る

DirectDeepBlackEXが,腸 管 内 で腸 内 細 菌 に よ

りア ゾ結 合 が 還 元離 断 され てbenzidineも し くは そ

の誘 導 体 が 遊 離 さ れ る こ とを証 明 して い るe).さ らに,

DirectDeepBlackEXが 土 壌 微 生 物 に よ り容 易に

離 断 さ れ てbenzidineも し くは そ の誘 導 体 が 遊 離 し,

しか もbenzidine自 体 は 土 壌 微 生 物 に は 変 化 を 受 け

に くい こ とを実 験 的 に 確 認 して,benzidine系 染 料に

よる環 境 汚 染 の可 能 性 を 警 告 して い る9).症 例1の 使

用 して いた 染 料PolarYcHowもbenzidine系 ア ゾ

染料 で あ り,構 造 式 上DirectDeepBlackEXと

同様 に,体 内 で側 鎖 が切 れbenzidineが 遊離 す る可

能 性 が あ る(Fig.7).症 例2の 使 用 染料 は企 業 秘 密

との こ とで 判 明で きな か った が,大 量 を 入 手す れ ば分

析 も可 能 で あ る と考 え る.

芳 香 族 ア ミ ンに よ る発 癌 の 特 微 と して次 の点 が 挙げ

られ て い る1-'3・11N14).

(1)標 的 臓 器 は 圧倒 的 に膀 胱 で あ る が,尿 管 ・腎孟 さ

らに 肺 ・肝 ・腸 管 ・皮 膚 な ど で の 発癌 もあ る.

(2)一 般 の膀 胱 腫瘍 患 者 の年 齢 よ りも若 年 層 に か た よ

る.

(3)暴 露 期 間 が短 く とも発 癌 す る可 能 性 が あ り,暴 露

を 中止 し て も発 病 す る可 能 性 が あ る.

(4)潜 伏 期 間 が 長 い(平 均16～21年).

い っぽ う,膀 胱 腫 瘍 発 生 の危 険 性 の高 い 職 業 と して,

染 料 製 造 ・染 色 業,ゴ ム製 造,ケ ー ブル 製 造,石 油化

学 工 業,皮 革 製 造 ・加 工,パ ル プ ・紙 加 工,繊 維 ・織

物 業,洋 服(仕 立 て),理 髪 印 刷 ・塗料,電 機 ・機

械,医 療 関 係 者,コ ッ クな どが 挙 げ られ て い る4・5,15}

20).ま た,喫 煙 に よ り膀 胱 腫 瘍 発 生 の危 険 度 が増 加す

る こ と も統 計 学 的 に 証 明 され てい る5・15,18,20).症 例1

・2と も職 業 的 負 荷 に 加 え て,か な りのheavysmoker

で あ った.

膀 胱 腫 瘍 に 占め る職 業 性 膀 胱 腫 瘍 の割 合 は,欧 米 の

統 計 で は 男 性II～18%,女 性6～8%と 報 告 され て い
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る5・17・19).本邦 でも職業性膀胱腫瘍に対する関心は高

く,bcnzidineそ の他の尿路発癌物質取 り扱い老に対

する健康管理体制はほぼ確立されており,検 尿 ・尿細

胞診などを中心 としたスクリーニング体制も軌道に乗

りつつある1・2・12・14,21""25).いっぼ う,benzidine,2-

naphthylamineな どの芳香族ア ミンを原料とする染

料は安全であると確たる根拠もないまま一般に信じら

れ,現 在でも大量に使用されている.吉 田らは染色業

従事者とくに友禅染従事者に膀胱腫瘍の発生頻度が高

いことを指摘 し,京 都府での疫学的調査をおこない26-

28),染 色業従事老といえども決して安全ではないと示

唆している.

今回報告 した2症 例のように,職 業的負荷を負いな

がら健康管理体制が確立されていないためにみすみす

早期発見が遅れている症例もかなり存在すると考えら

れる.染 色業従事者における尿路腫瘍発生の実態の把

握と健康管理体制確立の必要性を強調したい.

結 語

染色業従事者に発生した膀胱腫瘍の2例 を報告した.

1例 は手描友禅染,他 は染色した絹糸をより合す撚糸

の職人である.従 来,染 料ないしその原料の製造業は

highriskと して認められているが,報 告した2例 は

染料の使用者userで ある.

芳香族ア ミンによる発癌の特微を考察し,こ れらの

物質に暴露される職業従事者に対する健康管理体制の

現状を報告した.と くに,染 色業従事者に対する対応

の不十分さを指摘し,実 態の把握と健康管理体制の早

期確立の必要性を強調した.

本論文の要旨は第30回 日本災害医学会 におい て発表 した.
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